
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
常
に
ル

ー
ル
を
意
識
し
て
、
自
転

車
に
乗
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」
と
強
調
し
た
。

次
に
、
運
転
の
仕
組
み

は
「
認
知→

判
断→

操
作
」

の
繰
り
返
し
で
あ
る
こ
と

を
解
説
。
乾
燥
し
た
路
面

で
、
前
方
を
よ
く
観
て
20

㎞
／
h
で
走
っ
て
い
る
自

転
車
が
危
険
を
発
見
し
て

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
止
ま

る
ま
で
に
何
m
か
か
る

か
、
生
徒
た
ち
に
考
え
て

も
ら
う
。「『
危
な
い
』
と

思
っ
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
ま
で
に
自
転
車
は
約
６

m
進
み
ま
す
。
そ
し
て
、
ブ
レ
ー
キ
が
効
き
、

止
ま
る
ま
で
約
３
m
。
合
わ
せ
て
約
９
m
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
急
に
何
か
が
飛
び
出
し

て
き
た
時
に
対
応
す
る
た
め
に
は
ス
ピ
ー
ド
を

控
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」。

続
い
て
、
交
通
事
故
の
加
害
者
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
高
校
生
で
も
賠
償
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
を
、
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た
。

実
技
は
「
反
応
回
避
」
と
「
８
の
字
走
行
」。

「
反
応
回
避
」
で
は
、
両
手
に
旗
を
持
つ
先
生

に
向
か
っ
て
自
転
車
を
走
ら
せ
、
先
生
が
上
げ

た
旗
と
逆
方
向
に
回
避
す
る
。
旗
を
確
認
し
て

判
断
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
、
と
っ
さ

の
時
に
は
自
分
が
思
う
よ
う
に
回
避
で
き
な
い

こ
と
を
生
徒
に
実
感
し
て
も
ら
う
。

「
運
転
に
お
い
て
は
目
か
ら
多
く
の
情

報
を
と
る
の
で
、
脇
見
を
せ
ず
、
よ
く
観

る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
片

手
運
転
を
し
て
い
る
と
、
適
切
な
ブ
レ
ー

キ
操
作
が
で
き
な
い
の
で
携
帯
電
話
を
持

ち
な
が
ら
の
運
転
や
傘
さ
し
運
転
は
や
め

て
く
だ
さ
い
」
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

「
８
の
字
走
行
」
は
直
径
８
ｍ
の
円
を

並
べ
た
コ
ー
ス
内
を
自
転
車
15
台
で
走
行

す
る
。
コ
ー
ス
に
入
る
台
数
が
増
え
る
に

つ
れ
て
、
８
の
字
の
交
差
す
る
箇
所
で
自
転
車

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は

生
徒
を
集
め
、
ど
う
す
れ
ば
全
員
が
ス
ム
ー
ズ

に
走
れ
る
か
を
考
え
る
時
間
を
つ
く
る
。
他
の

自
転
車
の
動
き
を
よ
く
観
る
こ
と
、
思
い
や
り

を
も
っ
て
譲
り
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
い

て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

最
後
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
「
皆
さ
ん
に

は
自
分
自
身
が
安
全
運
転
を
実
践
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
を
友
人
や
家
族
に
教
え
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
締
め
く
く
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
終
了

し
た
。

参
加
す
る
生
徒
の
様
子
を
見
守
っ
た
井
澤
教

諭
は
「
実
際
の
交
通
場
面
で
の
相
手
は
、
自
分

が
知
ら
な
い
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。
異
な
る
高

校
の
生
徒
同
士
に
よ
る
８
の
字
走
行
は
、
知
ら

な
い
相
手
に
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
感

想
を
語
っ
た
。

STREAM
交通安全教育の潮流

楊
高
校
の
薄
井
孝
夫
校
長
が
「
高
校
生
は
交
通

事
故
の
被
害
者
と
い
う
立
場
だ
け
で
は
な
く
、

加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
と
、
苦
し
い
思
い
を

し
な
が
ら
人
生
を
過
ご
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
今
日
学
ん
だ

こ
と
を
各
自
の
高
校
に
持
ち
帰
り
、
拡
げ
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

生
徒
は
15
名
ず
つ
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

実
技
と
座
学
を
交
互
に
受
講
す
る
。
指
導
は
本

田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普

及
本
部
栃
木
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
担
当
し
た
。

座
学
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
「
交
通
安
全
と
は
、
す
べ
て

の
人
や
乗
り
物
が
安
全
に
行
き
交

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で

す
。
そ
し
て
交
通
安
全
を
実
現
す

る
た
め
に
、
ル
ー
ル
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
無
視
す
る
と

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ホ
ン
ダ
が
全
国
で
展

開
し
て
い
る
高
校
生
交
通
安
全
教
育
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
今
回
は
、
栃
木
県
で
の
事
例
を
紹

介
す
る
。

栃
木
県
で
は
、
県
内
の
各
地
区
に
高
等
学
校

交
通
問
題
地
域
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
地
区

ご
と
に
独
自
の
交
通
安
全
教
育
を
行
っ
て
い

る
。
宇
都
宮
地
区
で
は
地
区
内
の
高
校
の
生
徒

で
構
成
さ
れ
る
「
高
校
生
の
交
通
問
題
を
考
え

る
会
」
と
し
て
毎
年
活
動
し
て
い
る
。
昨
年
11

月
20
日
、「
高
校
生
の
交
通
問
題
を
考
え
る
会
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
幹
事
校
で
あ
る
栃
木
県
立
宇

都
宮
白
楊
高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
、
宇
都
宮
市

内
に
あ
る
17
校
の
交
通
指
導
担
当
教
諭
と
各
校

生
徒
代
表
者
の
約
１
０
０
名
が
参
加
し
た
。

宇
都
宮
白
楊
高
校
生
徒
指
導
部
交
通
係
の
井

澤
崇
典
教
諭
は
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
名
称

で
す
が
、
高
校
生
に
と
っ
て
身
近
な
乗
り
物
で

あ
る
自
転
車
に
特
化
し
、
生
徒
が
参
加
体
験
で

き
る
内
容
に
し
て
い
ま
す
。
ホ
ン
ダ
の
高
校
生

交
通
安
全
教
育
の
資
料
映
像
を
見
て
、
生
徒
た

ち
が
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
っ
た
の
で
、
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

と
話
す
。

開
会
式
で
は
、
宇
都
宮
地
区
高
等
学
校
交
通

問
題
地
域
連
絡
協
議
会
会
長
で
あ
る
宇
都
宮
白
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全国に拡がるHondaの高校生交通安全教育活動　連載：第5回

思いやりの心を持つことの大切さを
宇都宮地区の各高校に拡げてもらう

★

交
通
安
全
の
意
味
と
、

ル
ー
ル
遵
守
の
重
要
性

を
伝
え
る

思
い
や
り
の
心
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育

開会の挨拶を述べる宇都宮白楊高校の薄井孝夫校長

「8の字体験走行」を通じて、相手
の動きをよく観ることや、お互い
に譲り合うことが安全であること
を気づいてもらう「反応回避」では先生が上げた旗を確認したら逆

方向に回避する

生徒とコミュニケーションをとりながら進める座学

※宇都宮地区「高校生の交通問題を考える会」シンポジウム参加校＝宇都宮高等学校、宇都宮東高等学校、宇都宮南高等学校、宇都宮北高等学校、宇都宮清陵高等学校、宇都宮女子高等
学校、宇都宮中央女子高等学校、宇都宮白楊高等学校、宇都宮工業高等学校、宇都宮商業高等学校、作新学院高等学校、文星芸術大学附属高等学校、宇都宮文星女子高等学校、宇都宮
短期大学附属高等学校、宇都宮海星女子学院高等学校、県立聾学校、県立富屋特別支援学校

熊本県の各高校ではHondaと行政、各学校との
体系的な交通安全教育活動が2年目を迎えている。
その1つである熊本県立翔陽高等学校では昨年11
月12日、熊本県教育庁、PTA教育振興財団、熊
本県学校保健会、大津警察署ならびに県内の高校
指導教諭ら52名が出席し 学年ごとの公開授業、
研究発表などが行われた。
公開授業は、1年生
が通学路ヒヤリマッ
プを作成。2年生の自
転車利用危険予知ト
レーニングでは、グ
ループ単位で危険箇

所の写真を事前に撮り、それをもとにどのような
危険が潜んでいるかを議論し、発表した。3年生
を対象にした座学では今後、自動車免許を取得す
る中で、交通社会人としての必要な知識や意識に
ついて、本田技研工業（株）安全運転普及本部熊
本普及ブロックのインストラクターが説明した。

同校では、平成24年度
にHondaによる高校生交
通安全教育を取り入れ、
そのノウハウをもとに平
成25年度からは生徒指
導員として養成した3年
生が2年生の原付通学者

●熊本県立翔陽高等学校「交通安全研究推進校 発表会」

へ定期的に安全運転指導を行っている。研究発表
ではこうした取組みが紹介された。また、生徒指
導員5名が活動の成果を発表。「自分が身につけた
安全運転を下級生へ伝えていきたい」「校風とし
て伝承していきたい」と、生徒から生徒への手渡
しの交通安全を実践することの意義を語った。

宇都宮市内にある17校の生徒代表者60名が参加

※


